
 

令和８年４月23日  
神奈川県教育委員会教育長 殿 

県立荏田高等学校長  

令和８年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月７日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

① 基礎学力の定着と大学

進学を視野に入れた授

業を実践する。 

 

② 主体的、自主的に学習

に取り組む態度の醸

成、伸長をめざした授

業改善を図る。 

① 電子黒板と新規導入の

学習教材等を効果的に

活用することで、より

視覚的で「主体的・対

話的・深い学び」を意

識した授業改善に努め

る。 

 

② 学習コンテンツの活用

率を高めながら、自律

的学習習慣の確立を推

進する。 

① 電子黒板と新規導入

の学習教材の実践事

例の報告会や研修会

を定期的に行うこと

で、職員全体のスキ

ルアップを図る。 

 

② 研修会の実施、課題

の配信、面接・小論

文対策動画の配信を

行うことで、生徒の

進路実現の一助とな

るよう工夫改善す

る。 

① 面談における意見聴取

や要望、授業評価アン

ケートの結果により評

価する。 

 

 

 

② 生徒の学習コンテンツ

の利用率が向上し、学

習習慣が定着したか。

進路実績に効果が表れ

たか。 

 

     

２ 
 
生徒指導・支援 

① ＳＣやＳＳＷと連携し

た能動的・組織的な生

徒支援体制及び教育相

談体制を確立するとと

もに、教員の意識改革

を図り多様性を認識し

認め合う雰囲気を醸成

する。 

 

② 部活動の更なる活性化

を図り、挨拶や素直な

心を基盤とした人間関

係形成力や自己表現力

を育成する。 

① 自身が抱える悩みや課

題をすぐに相談でき、

ヘルプの出しやすい環

境整備や体制の構築を

推進する。 

  生徒と向き合う時間 

の創出を図る 

 

② 人間関係形成力や豊か

な心を育むため、部活

動の活性化を推進す

る。 

② 自主性と社会性を育む

ため、学校行事の改善

や活性化を図る。 

① サポートドックの効

果的な活用方法を検

討し、ＳＣやＳＳＷ

との連携を強化する

ことで教育相談の更

なる充実を図る。 

 

 

② 部活動をとりまく環

境を整備し、部活動

の加入率（70％以

上）を維持する。 

② 学校行事の企画・運

営が、生徒主体の積

極的な取り組みとな

るよう支援する。 

① サポートドックの有効

な活用ができたか。悩

みや課題を抱える生徒

をできるだけ早く支援

できるように日々の観

察や指導を充実できた

か。 

 

② 部活動の魅力や実績を

発信し、主体的に取り

組める環境を整えるこ

とで加入率を維持でき

たか。 

② 行事後のアンケート

等を検証し、生徒の

満足度や充実感が向

上したか。 

     

３ 進路指導・支援 

① 生徒一人ひとりが自己

理解を深め、将来を具

体的に考える姿勢を育

成する。 

① 自己理解を深化させ、

自己の将来や進路目標

に向けて、多様な探究

活動等に主体的に取り

① 生徒が主体的に「総

合的な探究の時間」

を活用するための情

報を精選し、最新の

① 職員間の情報共有を密

にし、生徒に最新で有

益な情報を提供するこ

とができたか。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月７日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

 

 

 

 

 

 

② 主体的に進路目標を設

定し、達成に向けた取

組みの実践へと繋がる

探究活動の充実を図

る。 

組む姿勢を伸長させ

る。 

 

 

 

 

② 生徒一人ひとりの多様

な進路実現や社会参画

を支援するため、実践

的で有益な情報が提供

できる探究活動となる

よう工夫改善に努め

る。 

情報提供を行う。職

員が協働・連携する

ことで、組織的な進

路支援を行う。 

 

 

② 進路目標の設定やそ

の実現に向け、分野

別進路ガイダンス等

の企画や面接指導を

充実させ、早期の支

援体制の確立を図

る。 

生徒が探究活動を通し

て、自己・集合的効力

感が育まれ、様々なこ

とに挑戦する姿勢を伸

長させることができた

か。 

② 進路実現に向けて、生

徒が主体的に自己理解

を深め、自己肯定感を

高めるための組織的な

支援を行うことができ

たか。 

４ 地域等との協働 

① 地域社会との交流や連

携・協働を通して、

「社会性豊かな生徒の

育成」と「地域ととも

にある学校づくり」を

推進する。 

 

② 高大連携や学校運営協

議会との連携を推進す

る。 

① 地域社会との交流や連

携・協働を通して、生

徒の社会性を養うとと

もに、地域の一員とし

て、つながり・絆を大

切に思う気持ちを醸成

する。 

② 高大連携や学校運営協

議会の活用の充実を図

る。 

① 地域との連携事業や

ボランティア活動の

情報を積極的に発信

し、生徒の積極的な

参加を促進する。 

 

② ＨＰ等を活用し、連

携の活動状況を積極

的に情報発信する。 

① 地域連携事業が地域か

らどのように評価され

たか。生徒の参加率が

向上し社会性が身につ

いたか。 

 

② 学校の貢献活動の様子

や魅力を、地域や中学

生に発信することがで

きたか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

① 生徒と向き合う時間を

確保するために、組織

的な学校運営と校務の

効率化を図る。 

 

② 職員が学校運営上の課

題を理解・共有すると

ともに、リスクマネジ

メントの意識を徹底す

ることにより、安全・

安心な学校づくりを推

進する。 

① 風通しの良い職場環境

を推進し、ＩＣＴの積

極的な活用により業務

の効率化を進め、働き

方改革の意識を高め

る。 

② 全ての職員が学校運営

上の課題を共有し、研

修等を活用することで

学校目標の実現を図

る。危機管理意識を高

め、不祥事故防止を徹

底する。 

① 今年度実施されるオ

フィス改善を機会と

して、働きやすい職

場環境や業務の効率

化を推進する。 

 

② 生徒に向き合う時間

を創出し、「働きが

い」の意識が高まる

職場とする。あらゆ

る業務と事故防止の

徹底に対して、組織

力を高め対応する。 

① オフィス改善を機会と

して、働きやすい職場

環境や業務の効率化を

推進できたか。風通し

の良い職場環境となっ

たか。 

 

② 職員がストレスを軽減

させ、やりがいや意欲

を持って業務に取り組

むことができたか。不

祥事故防止を徹底する

ことができたか。 

     

 


